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令和６年令和６年

棚倉町 棚倉町 二十歳二十歳のつどいのつどい
希
望
を
胸
に
未
来
へ
羽
ば
た
く

　
令
和
６
年
１
月
７
日
、「
令
和
６
年
棚
倉
町

二
十
歳
の
つ
ど
い
」
が
町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
対
象
者
１
６
７
人

の
う
ち
、
式
典
に
は
１
２
４
人
が
参
加
し
、

保
護
者
や
恩
師
と
と
も
に
新
た
な
門
出
を
祝

い
ま
し
た
。

　

式
典
前
の
会
場
内
で
は
、
華
や
か
な
装
い

に
身
を
包
ん
だ
参
加
者
た
ち
が
、
久
し
ぶ
り

の
再
会
を
喜
ん
だ
り
、
お
互
い
に
近
況
報
告

を
し
た
り
と
、
笑
顔
と
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
代
表
者
へ
の
二
十
歳
証
書
の

授
与
に
続
い
て
、
町
長
が
「
夢
は
必
ず
叶
う

と
は
限
ら
な
い
が
、
夢
に
向
か
っ
て
走
り
出

し
た
人
に
し
か
チ
ャ
ン
ス
は
や
っ
て
こ
な
い
。

時
に
は
成
功
す
る
ま
で
頑
張
り
通
す
こ
と

で
、
未
来
は
い
く
ら
で
も
自
分
の
力
で
生
み

出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
自
信
に
つ
な

が
っ
て
く
る
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
来
賓
の
方
々
か
ら
祝
辞
と
保
護
者
代

表
か
ら
は
な
む
け
の
こ
と
ば
が
贈
ら
れ
、
参

加
者
は
未
来
へ
の
希
望
を
胸
に
、
大
人
と
し

て
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

二
十
歳
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

今
後
の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　
二
十
歳
の
つ
ど
い
の
様
子
は
Ｙｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で 

　
　

二
十
歳
の
つ
ど
い  

棚
倉
町 

検
索

二十歳のつどい
二十歳のつどいスナップスナップ

棚倉町二十歳のつどい
Youtube
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　本日は私たちがこうして人生の門出となる機会を無事迎えることができたこと、このような素晴ら
しい式典を開催することができたこと誠にありがとうございます。
　また、湯座町長はじめとした多くのご来賓の皆様からのご祝辞や激励の言葉を頂きましたこと二十
歳を代表して心より御礼を申し上げます。
　思い返すと今日を迎えるまでの日々には非常に多くの出来事があり、同じ学び舎で共に過ごし成長
してきた仲間とこの棚倉町で再び顔を合わせることができた事を大変嬉しく思います。
　小中学校時代に私たちは棚倉町キャリア教育推進事業の一貫で職場体験学習等を経験してきまし
た。当時日々目の前の勉強や部活動、友人との遊びに夢中になっていた私たちには、将来の目標はま
だ決して明瞭なものではありませんでした。体験を通じて社会で家族や先生方のような大人がどのよ
うに働いているのか、そしてそれらの仕事が社会にどう必要とされているかを実際に知ることがで
き、早期からの自己分析と将来の目標設定に大いに役立っていると実感しています。
　また、私たちは高校時代にコロナウイルスによって自由が制限された世代であり、その他にも多く
の困難に直面してきました。一度町を離れた後、それぞれが目標に向かう日々の中で、新たに出会っ
た人々と喜びを分かちあったり、時には挫折を経験したりすることもありました。そんな時、棚倉町
での仲間と過ごし成長してきた日々が心の支えとなりました。これらは色褪せることなく私たちの心
に残り、数年、数十年後の再会でも思い出話に花を咲かせることでしょう。
　そして今は一人ひとりが自分自身の夢に向かい、勉学に励む者、既に社会の一員として進んでいる
者と人生における立場やステージは様々です。この先の人生では何度も壁
に直面していくこともあり、更なる出会いと別れも経験することでしょう。
そのような時は一度かつての日々を振り返ってみてください。きっと困難
を切り抜けるヒントとなるはずです。もう一つ言えることは、これからの
人生を歩んでいくうえで道を決定するのは紛れもなく今日この場にいる私
たち自身です。かつて家族や先生方がその背中で示したように私たちも次
の世代の手本となるような人材になりたいと思います。
　最後になりますが、今日この日まで一心に育ててくれた家族、成長を見
守って下さった先生方、そしてともに切磋琢磨してきた仲間たちに今一度
感謝の意を申し上げ、二十歳の決意の上で誓いの言葉とさせて頂きます。 須田　大健さん

令和６年　二十歳代表　誓いのことば

井
いのうえ

上　竣
しゅんすけ

介 さん
�
　周りの人を幸せにす
る人間になります。

鈴
すず

木
き

まりん さん
�
　めっちゃ稼げる美容
師になれるよう頑張り
ます！皆きてね～ !!

秋
あきやま

山　将
まさ

輝
き

 さん
�
　大人らしい振る舞い
ができるように頑張り
ます。

安
あ

部
べ

　侑
ゆ

奈
な

 さん
�
　理科の楽しさと面白
さを伝えられる教師に
なりたいです！

須
す だ

田　大
ひろたけ

健 さん
�
　何事にも積み重ねと
継続した努力をし、「有
言実行」な人になる。

服
はっとり

部　汐
きよ

夏
か

 さん
�
　家族や友人と過ごす
時間を大切にしたいで
す！

細
ほそ

井
い

　康
こうせい

生 さん
�
　内面を磨いて、さら
なる大人への一歩を踏
み出します。

松
まつもと

本　莉
り な

奈 さん
�
　患者さんに寄り添え
る言語聴覚士になりた
いです！

二十歳の誓い二十歳の誓い 　二十歳の皆さんに夢や抱負を
お聞きしました。棚倉町議会　議長・副議長が決定しました棚倉町議会　議長・副議長が決定しました

議長　佐藤　喜一 さん
　新体制となり、今後もまちづくりの主役は町民の皆様であるこ
とを念頭に、活力あるまちづくりの実現に向け、皆様の要望に対
応できるよう努力してまいります。

� 副議長　藤田　智之 さん
　24年ぶりの無投票当選による議会のスタートとなり、様々な
意見もいただいています。コロナによる行動制限がなくなり、飛
躍が期待される新年です。町民の負託に応え、活動が評価される
議会活動ができるよう取り組んでまいります。

委員の皆さんをご紹介します委員の皆さんをご紹介します
監査委員 選挙管理委員会

人権擁護委員

和知　裕喜 さん(新任)

〇任期　令和６年１月４日～
　　　　令和９年12月31日

〇委員構成
　代表監査委員　石井　重實 さん
　監査委員　和知　裕喜 さん

金澤ひとみ さん(新任)

〇任期　令和６年１月１日～
　　　　令和８年12月31日

〇委員構成
　原　　啓喜さん　藤田　和江さん
　須藤　俊一さん　広瀬　　忍さん
　西牧　武美さん　金澤ひとみさん

委員長

杉山　喜一 さん
委員長職務代理者

白坂　正次 さん

委　員

鈴木　　元 さん
委　員

松本　　稔 さん
〇任期　令和６年１月11日～令和10年１月10日

１月４日に行われた１月第１回会議において、棚倉町議会の議長および副議長が決定しました。
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～２月１日はフレイルの日です～

保健福祉センターだより

令和６年度「住民定期健康診査」について
　令和６年度の住民健診（健康診査・がん検診）は下記の期間で実施する予定です。
実施期間　６月26日㈬～ 7月15日㈪（予定）
その他 �　�住民健診の詳細が決まり次第、５月中旬～下旬にかけて受診に関する案内を送付しま

すのでご確認ください。なお、住民健診受診の意思確認のための「申込票」は昨年度
から送付していません。

▲棚倉町スマート申請

システムはこちらから

精神科医によるこころの健康相談会
　「よく眠れない」「やる気が起きない」「訳もなく疲れる」など、気になることはありませんか。
　悩みや不安があるときは、誰かに話す（相談する）ことで思考の整理ができ、心が軽くなると言
われています。1人で、ご家族で抱え込まずに相談してみませんか。
日　 時　３月８日㈮　午後２時15分～
　　　　　※開始時間は申し込み時にご案内します。　※相談時間の目安は、1人45分です。
場 所　保健福祉センター
対象者　�町民の方で、心の健康について不安や悩みがある方（※精神科・心療内科に通院されて

いない方）およびそのご家族
予約方法 　２月26日㈪までに健康福祉課健康づくり係までお申し込みください。
その他　完全予約制です。秘密は厳守いたします。

みんなで守ろう　子どもの歯みんなで守ろう　子どもの歯
　町では、むし歯のない子どもたちを増やすことを目標に、
保育園・幼稚園・小中学校での歯みがき教室や、幼稚園年中
から小学６年生までを対象にフッ化物洗口を週に１～２回実
施しています。
　右図は、12歳児（中学１年生）のむし歯有病者率を国・県と
比較したグラフです。全国と比べると棚倉町は依然として高い
傾向にあります。
　家族の協力がなければ、子どもの歯を守ることはできません。
　家族で以下の取り組みを実践し、むし歯のない棚倉町を目
指しましょう。

出典：「新型コロナワクチンの全額公費による接種終了について」（厚生労働省）（https://www.mhlw.go.jp/content/001182016.pdf）を加工して作成

フレイルとは？フレイルとは？
加齢により体や心のはたらき、社会的なつながりが弱くなった状態を言います。
そのまま放置すると、要介護状態になる可能性もありますので早期予防が大切
です。

実　施　日 受  付  時  間 実  施  場  所

2月28日㈬ 午前8時30分～ 11時30分 高田産商㈱
午後1時30分～ 4時 棚倉町商工会

意識して運動、食事、社会参加の３つに取り組むことが大切です。フレイル予防・改善をするためにフレイル予防・改善をするために

運　動
筋力向上のほか、食欲や心の
健康にも良い影響があります。
続けられるものや、家事・庭
仕事などがおすすめです。

社会参加
趣味や仕事、家族、友人
とのおしゃべりなど、人
と関わる機会を持ちま
しょう。

食　事
バランスの取れた食事を３食欠
かさずよく噛んで食べましょう。
食後や寝る前の歯磨き、義歯の
お手入れ、舌のケアも忘れずに。

～献血バスが来町します～
　冬の間は献血者が減少し、血液が不足します。一般の方も受け付けをしていますので、皆さんのご協力
をお願いします。

慢性腎臓病（ＣＫＤ）を知っていますか
　慢性腎臓病（CKD）は、主に糖尿病や高血圧などの生活習慣病の悪化により発症し、腎臓の異常が続く
もので、放置したままにしておくと人工透析や腎移植に至る病気です。成人の８人に１人がかかっている
と言われています。
　慢性腎臓病（CKD）の初期には自覚症状がほとんどありません。そのため、定期的に健診を受けて、腎
臓の機能を確認することが大切です。

慢性腎臓病（CKD）を防ぐためには
　塩分を控えたバランスのとれた適量の食事と適度な運動で生活習慣病を予防・改善する、禁煙・適
切な飲酒・休息をしっかりとるなど適切な生活習慣を身につけることが重要です。

小 学 校 中 学 年 ま で
は、保護者が仕上げ
みがきをしましょう

半年から１年に１回
は、定期的に歯科検
診を受けましょう

むし歯があったら、
放置せず必ず治しま
しょう
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お　
知　
ら　
せ

町
長
と
気
軽
に
ト
ー
ク

　

今
月
の
ト
ー
ク
の
日
は
、
２
月
19
日
㈪
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
地
域
創
生
課　
企
画
調
整
係

　
☎
33

－

２
１
１
２

今
月
の
納
税
・
納
入

　

納
期
限
は
2
月
29
日
㈭
で
す
。

〇
国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
８
期

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
７
期

　

金
融
機
関
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ

リ
、
ま
た
は
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ

ト
を
利
用
し
た
納
付
も
で
き
ま
す
。

※�

地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
は
、
保

険
料
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。�

地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト 

検
索

■
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
課
税
徴
収
係

　
☎
33

－

２
１
１
８

２
月
の
心
配
ご
と
相
談

民
生
委
員

〇
開
催
日　
２
月
13
日
㈫

〇
時　
間　
午
前
９
時
～
正
午

〇
会　
場　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

〇
開
催
日　
２
月
15
日
㈭

〇
時　
間　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

〇
会　
場　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

※
相
談
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
33

－

２
６
２
３

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
新
規

お
よ
び
更
新
登
録
に
つ
い
て

　

町
内
で
排
水
設
備
の
工
事
を
す
る

に
は
、
指
定
工
事
店
と
し
て
の
登
録

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
登
録
後
は
５

年
ご
と
に
更
新
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
受
付
期
間
内
に
必
ず
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
受
付
期
間

　

３
月
１
日
㈮
～
３
月
15
日
㈮

　
（
平
日
の
み
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課　
下
水
道
係

　
☎
33

－

２
１
１
９

軽
自
動
車
お
よ
び
自
動
車
等
の

各
種
変
更
手
続
き
は
お
早
め
に

　

軽
自
動
車
税
、
自
動
車
税
種
別
割

は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者

ま
た
は
使
用
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

例
年
、「
所
有
し
て
い
な
い
自
動
車

の
納
税
通
知
書
が
届
い
た
」、「
納
税

通
知
書
が
届
か
な
い
」
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

軽
自
動
車
お
よ
び
自
動
車
、
バ
イ

ク
、
農
耕
車
等
の
譲
渡
や
廃
車
、
死

亡
な
ど
に
よ
り
登
録
内
容
の
変
更
・

抹
消
等
が
あ
る
場
合
は
、
３
月
末
ま

で
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
軽
自
動
車
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　
課
税
徴
収
係

　

☎
33

－

２
１
１
８

■�

自
動
車
の
登
録
手
続
き
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ

　

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

　
い
わ
き
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　

☎
０
５
０－

５
５
４
０－

２
０
１
６

■�

自
動
車
税
種
別
割
納
税
通
知
書
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
県
税
部
課
税
課

　

☎
０
２
４
８

－

23－

１
５
１
９

後
期
高
齢
者
医
療
に
係
る
医
療
費

の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す

　

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
に
自

己
の
健
康
管
理
と
医
療
に
対
す
る
関

心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎

年
１
回
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
１
月
か
ら
12
月
診
療
分

の
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
、
２

月
下
旬
か
ら
順
次
発
送
し
ま
す
の

で
、
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
し
た
ら
、

ご
自
分
の
受
診
状
況
な
ど
に
つ
い
て

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
お
知
ら
せ
は
、
県
内
全
域

に
順
次
発
送
す
る
た
め
、
個
別
の
発

送
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
確
定
申

告
を
急
が
れ
る
場
合
は
、
領
収
書
に

よ
り
申
告
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
２
４

－

５
２
８

－

９
０
２
５

冬
期
間
に
お
け
る
除
雪
等
の
協
力
に
つ
い
て

　

町
で
は
冬
期
間
に
お
け
る
安
心
・

安
全
で
円
滑
な
道
路
交
通
を
確
保
す

る
た
め
、
町
内
事
業
者
等
の
協
力
の

も
と
、
迅
速
な
除
雪
作
業
の
実
施
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
除
雪
機
械
等
に

も
限
り
が
あ
る
た
め
、
生
活
道
路
な

ど
の
狭
い
道
路
や
歩
道
の
除
雪
に
つ

い
て
は
、
可
能
な
限
り
個
人
ま
た
は

地
域
ぐ
る
み
で
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
凍
結
が
予
想
さ
れ
る
箇
所

に
設
置
し
て
あ
る
す
べ
り
止
め
の
砂

や
融
雪
剤
に
つ
い
て
は
、
道
路
等
に

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
融
雪
剤
を
設
置
し
て
い
な

い
場
所
で
、
公
道
等
に
散
布
す
る
場

合
に
は
お
渡
し
し
ま
す
の
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
整
備
課　
整
備
維
持
係

　
☎
33

－

２
１
１
４

弁
護
士
（
要
予
約
）

インフォメーション

運
転
に
不
安
を
感
じ
た
ら
ま
ず
は
相
談
を

　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
や
、
そ
の
ご
家
族

の
方
で
、
加
齢
や
病
気
な
ど
に
よ
り
運

転
を
続
け
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
安
全
運
転
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
が
あ
り
ま
す
。「
若
い
頃
と
ち
ょ
っ

と
違
う
な
」、「
お
か
し
い
な
」
と
感
じ

た
ら
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
安
全
運
転
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
「
♯
８
０
８
０
」

　

�

福
島
県
内
か
ら
の
電
話
は
、
福
島
運

転
免
許
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。

〇
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
平
日
の
み
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
警
察
署　
地
域
交
通
課

　
☎
33

－

０
１
１
０

棚
倉
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

12月の棚倉町の
交通事故発生状況

人
身
事
故

１　
件

死
者
数

０　
人

傷
者
数

１　
人

物
件
事
故

38　
件

　

前
年
に
比
べ
令
和
５
年
中
の
人
身
事
故

は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
物
件
事
故
は
増

加
し
ま
し
た
。
２
月
は
ス
リ
ッ
プ
事
故
が

多
く
発
生
す
る
時
期
で
す
。
時
間
に
余
裕

を
持
っ
て
行
動
し
、「
急
」
の
つ
く
運
転

を
控
え
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
警
察
署　
地
域
交
通
課

　
☎
33

－

０
１
１
０

犬
・猫
の
適
正
飼
養
の
お
願
い

犬
の
フ
ン
の
放
置
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

・�

犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
、
袋
な
ど

を
用
意
し
、
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。

・�

公
園
や
道
路
な
ど
の
公
共
の
場
所

や
、
他
人
の
所
有
す
る
場
所
で
飼
い

犬
の
フ
ン
を
放
置
す
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
す
る
と
２
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

猫
の
適
正
飼
養
に
つ
い
て

・�

交
通
事
故
、
病
気
、
迷
子
、
近
隣
へ

の
フ
ン
尿
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
ま

た
、
災
害
時
に
同
行
避
難
が
で
き
る

よ
う
、
猫
は
「
室
内
飼
い
」
を
し
て

く
だ
さ
い
。

・�

野
良
猫
に
餌
を
与
え
て
い
る
方
は
、

そ
の
猫
の
管
理
者
（
飼
育
者
）
と
な

り
ま
す
。

・�

野
良
猫
の
管
理
者
も
責
任
を
持
っ
て

フ
ン
尿
の
後
始
末
を
行
い
、
ま
わ
り

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・�

飼
い
猫
が
迷
子
に
な
っ
た
と
き
の
た

め
に
、
迷
子
札
（
名
前
な
ど
が
書
か

れ
た
名
札
）
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

・�

犬
や
猫
が
み
だ
り
に
繁
殖
し
て
飼
い

主
の
い
な
い
子
犬
、
子
猫
が
生
ま
れ

適
正
な
飼
養
が
で
き
な
く
な
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
管
理
者
の
義
務
と

し
て
不
妊
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課　
消
防
環
境
係

　
☎
33

－

２
１
１
６

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

地
震
、
竜
巻
、
武
力
攻
撃
な
ど
の
発

生
に
備
え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
て
全
国
一
斉
に

情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

〇
日
時　
２
月
９
日
㈮　

午
前
11
時
頃

〇
訓
練
内
容

　

・
登
録
制
メ
ー
ル
へ
の
一
斉
配
信

　

・
防
災
行
政
用
無
線
で
の
放
送

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課　
消
防
環
境
係

　
☎
33

－

２
１
１
６

シ
ニ
ア
向
け
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト

教
室
を
開
催
し
ま
す

〇
対　
象　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

〇
日　
時　
２
月
８
日
㈭

　
　
　
　
　
（
同
日
に
２
回
開
催
） 

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　
　
　

※
２
回
と
も
内
容
は
同
じ
で
す
。

〇
場　
所　
役
場
３
階　

正
庁

〇
内　
容　

�

基
本
操
作
、
防
災
ア
プ
リ

の
使
い
方
等

〇
参
加
費　
無
料

〇
定　
員　
各
回
10
名
ま
で（
先
着
順
）

〇
申
込
方
法　

�

総
務
課
窓
口
ま
た
は
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〇
そ
の
他　

�

当
日
は
教
室
用
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
用
意
し
ま
す
。

ご
自
身
の
ス
マ
ホ
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
持
ち
込
み
も
可

能
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
総
務
課　
行
政
管
理
係

　
☎
33

－

２
１
１
１

 

 

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは直接広告主へお願いします。
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八
溝
山
周
辺
地
域
を
巡
る
ド
ラ
イ
ブ

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催
中

　

八
溝
山
周
辺
８
市
町
（
栃
木
県
大
田

原
市
・
那
須
塩
原
市
・
那
須
町
・
那
珂

川
町
・
福
島
県
棚
倉
町
・
塙
町
・
矢
祭

町
・
茨
城
県
大
子
町
）
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
巡
る
ド
ラ
イ
ブ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
と
、「
各
市
町
の
特
産
品
詰

め
合
わ
せ
」
や
「
温
泉
旅
館
宿
泊
券
」

な
ど
の
豪
華
賞
品
が
抽
選
で
当
た
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〇
実
施
期
間　
２
月
29
日
㈭
ま
で

〇
ス
タ
ン
プ
ス
ポ
ッ
ト

　

各
市
町
３
カ
所
ず
つ
、
全
24
カ
所
設
置

〇
参
加
方
法

　

�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
特
設
サ
イ
ト
か

ら
参
加
し
、
ス
ポ
ッ
ト
を
訪
れ
て
、

位
置
情
報
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
を
利
用
し
て

ス
タ
ン
プ
を
獲
得
し
ま
す
。

　

�

獲
得
し
た
ス
タ
ン
プ
数
（
３
個
・
６

個
・
12
個
）
に
応
じ
て
応
募
が
で
き

ま
す
。

※
詳
細
は
、
特
設
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 ■
お
問
い
合
わ
せ

　
八
溝
山
周
辺
地
域
定
住
自
立
圏
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
大
田
原
市
商
工
観
光
課
内
）

　
☎
０
２
８
７

－

23

－

３
１
４
５

税
理
士
記
念
日　
税
の
無
料
相
談
会

　

東
北
税
理
士
会
白
河
支
部
で
は
、
税

に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
日　
時　
２
月
23
日
㈮

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

〇
会　
場　

�

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
・

　
　
　
　
　

人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

〇
そ
の
他　

�

申
告
な
ど
に
関
す
る
関
係

書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
東
北
税
理
士
会　
白
河
支
部

　
☎
０
２
４
８

－

27

－

０
３
１
６

八
溝
山 

ド
ラ
イ
ブ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

検
索

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせ
は直接広告主へお願いします。

住民税非課税世帯等に対する支援給付金のご案内
　電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、令和５年度住民税非課税世帯等に対
して、１世帯当たり７万円が支給されます。

■支給対象となる世帯
　令和５年12月１日時点において棚倉町に住民登録がある世帯のうち、世帯全員の令和５年度住民
税（均等割）が非課税である世帯
　ただし、以下の世帯については給付金の対象外となります。
　・世帯の全員が、住民税が課されている他の親族等に税法上の扶養をされている世帯
　・既に他市町村等で７万円の給付を受けている世帯
　・確認書の返送を行う前に死亡等により世帯自体が消滅した世帯　
■手続き方法
・�２月上旬に給付内容や確認事項が書かれた確認書を送付します。確認書の内容を確認し、必要事

項を記入のうえ、期日までに健康福祉課福祉係に返信用封筒で返信または直接窓口に提出してく
ださい。

・�返送された確認書等を審査し、支給対象となる場合は確認書記載の金融機関口座に振り込みま
す。

・申請期日を過ぎてのご提出は受け付けできませんのでご注意ください。
　※�申請書は、健康福祉課福祉係窓口（④窓口）に備え付けているほか、町ホームページからダ

ウンロードができます。
■お問い合わせ　健康福祉課　福祉係　☎33－2117

『たなぐら応援クーポン券』『たなぐら応援クーポン券』のの
� 使用はお済みですか？� 使用はお済みですか？

まだ使われていない方は、お早めに町内の取扱事業所でご使用ください。

使用期限は、２月12日㈪までです。

ク
ー
ポ
ン
券

ご
利
用
の
注
意

■第三者への譲渡、転売は禁止です。
■お会計額が500円以上の場合に使用できます。
■おつりは出ません。
■使用期限を過ぎると無効になります。
■町内の登録された取扱事業所のみ使用できます。
■紛失・盗難等については、町はその責任を負いません。

■お問い合わせ　クーポン券：産業振興課商工係　☎　３３－２１１３
　　　　　　　　取扱事業所：棚 倉 町 商 工 会　☎　３３－３１６１

最新の
取扱事業所は
こちら

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
研
修
会
を
実
施
し
ま
す

〇
開
催
日　
２
月
９
日
㈮

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時　

〇
会　
場　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

研
修
室

〇
内　
容

　

塙
厚
生
病
院
に
よ
る
出
前
講
座

　
「
感
染
症
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
」

　
（
講
師
：
塙
厚
生
病
院
感
染
管
理
認
定
看
護
師
）

　

会
員
以
外
の
方
も
聴
講
で
き
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
公
益
社
団
法
人 

棚
倉
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
33

－

７
８
３
２
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
通
）

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
お
知
ら
せ

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
で
は
高
校
、
大

学
等
へ
の
入
学
時
や
在
学
中
に
か
か
る

費
用
を
対
象
に
し
た
公
的
な
融
資
を

行
っ
て
い
ま
す
。
入
学
金
や
授
業
料
だ

け
で
な
く
、
教
科
書
代
や
ア
パ
ー
ト
・

マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
金
・
家
賃
な
ど
に
も

利
用
で
き
ま
す
。

〇
融
資
額　
学
生
・
生
徒
１
人
あ
た
り

　
　
　
　
　

３
５
０
万
円
以
内

〇
金　
利　
年
２
・
２
５
％
固
定
金
利

　
　
　
　
　
（
令
和
５
年
11
月
１
日
現
在
）

〇
返
済
期
間　

18
年
以
内

※�

融
資
の
要
件
や
優
遇
制
度
等
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 ■
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０

－

０
０
８

－

６
５
６

国
の
教
育
ロ
ー
ン

検
索

現在発行している
すべてのクーポン券の
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東
白
衛
生
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
、
第
２
・
第
４
日

曜
日
の
ご
み
の
持
ち
込
み
を
す
る
場
合

は
必
ず
事
前
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

近
年
、
第
２
日
曜
日
お
よ
び
第
４
日

曜
日
に
東
白
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
ご

み
を
持
ち
込
む
方
が
大
変
多
く
、
受
け

付
け
さ
れ
る
方
の
車
両
の
列
が
正
門
を

越
す
事
例
が
多
く
発
生
し
、
往
来
が
困

難
な
状
況
で
す
。
ご
み
を
持
ち
込
む
方

の
安
全
確
保
お
よ
び
ご
み
搬
入
車
両
の

混
雑
解
消
の
た
め
、
ご
み
搬
入
車
両
台

数
の
制
限
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
第

２
・
第
４
日
曜
日
の
ご
み
の
持
ち
込
み

は
、
事
前
予
約
制
と
い
た
し
ま
す
の
で

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

施
設
利
用
の
事
前
予
約
に
つ
い
て

〇
予
約
が
必
要
な
方　

　

�

一
般
の
ご
み
（
家
庭
ご
み
、
事
業
所
か

ら
の
一
般
廃
棄
物
）
を
持
ち
込
む
方

　

※�

棚
倉
町
、
矢
祭
町
、
塙
町
、
鮫
川

村
以
外
か
ら
発
生
し
た
ご
み
は
持

ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

〇
予
約
対
象
施
設

　

東
白
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
東
白
衛
生
組
合
）

〇
施
設
利
用
に
つ
い
て　

 

　

�

計
量
所
で
予
約
者
の
本
人
確
認
を
行

い
ま
す
の
で
、
必
ず
運
転
免
許
証
等

の
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
開
始
日
時

　

令
和
６
年
４
月
１
日
㈪　

午
前
９
時
か
ら

〇
予
約
方
法

　

�

電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

※�

電
話
受
付
時
間
、平
日
午
前
９
時
～
午

後
４
時（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）。

　

※�

予
約
の
お
電
話
は
、
予
約
開
始
ま

で
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
　

東
白
衛
生
組
合 

検
索

【
予
約
時
の
確
認
事
項
】

①
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先　

②
持
ち
込
み
に
使
用
さ
れ
る
車
両
の
種
類

③
搬
入
希
望
日
時　

④
持
ち
込
み
予
定
の
ご
み
の
種
類

　

�

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
中
に

配
布
予
定
の
「
新
ご
み
分
別
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
東
白
衛
生
組
合　

　
☎
43

－

０
３
７
８

家
庭
ご
み
の
焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

家
庭
等
で
野
外
焼
却
を
す
る
こ
と
は

一
部
例
外
を
除
い
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
違
反
す
る
と
罰
則
の
対
象
（
５
年

以
下
の
懲
役
も
し
く
は
一
千
万
円
以
下

の
罰
金
）
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
法
人

等
の
場
合
も
厳
し
い
罰
則
（
３
億
円
以

下
の
罰
金
）
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
し
て
所
定
の

集
積
所
へ
出
す
か
、
東
白
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
東
白
衛
生
組
合
）
へ
直
接
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課　
消
防
環
境
係

　
☎
33

－

２
１
１
６

税
理
士
記
念
日　
税
の
無
料
相
談
会

　

東
北
税
理
士
会
白
河
支
部
で
は
、
税

に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
日　
時　
２
月
23
日
㈮

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

〇
会　
場　

�

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
・

　
　
　
　
　

人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

〇
そ
の
他　

�

申
告
な
ど
に
関
す
る
関
係

書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
東
北
税
理
士
会　
白
河
支
部

　
☎
０
２
４
８

－

27

－

０
３
１
６

　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

　
イ
ベ
ン
ト
情
報

おはなしルーム
〇
日
時

　

３
月
８
日
㈮　

午
前
11
時
～

〇
対
象　
ど
な
た
で
も

〇
内
容　
～
花
の
お
話
～

　
　
　
（
絵
本
・
紙
芝
居
な
ど
）

すくすくルーム
〇
日
時

　
３
月
12
日
㈫　

午
前
10
時
～

〇
対
象

　

未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

〇
内
容

　

お
話
し
で
て
こ
～
い（
手
遊
び
・
お
話
）

〇
そ
の
他

　

21
日
㈭
は
プ
チ
す
く
す
く

■
お
問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー　
☎
57－

５
３
１
０

募
　
　
　
　
集

介
護
福
祉
士
養
成
科
の
訓
練
生
募
集

　

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
郡
山
で
は
求
職

中
の
方
を
対
象
に
、「
介
護
福
祉
士
」
の

国
家
資
格
取
得
と
介
護
業
界
へ
の
正
社

員
就
職
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
た

２
年
間
の
教
育
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

〇
訓
練
期
間　
令
和
６
年
４
月
～
令
和
８
年
３
月

〇
訓
練
会
場　
県
内
の
介
護
福
祉
士
養
成
施
設

〇
募
集
期
間　
２
月
29
日
㈭
ま
で

　

申
込
方
法
、
選
考
内
容
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
郡
山

　
☎
０
２
４

－

９
４
４

－

１
６
６
３

インフォメーション

棚
倉
棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

�

教
室
案
内

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
（
場
所
：
棚
倉
ア
ロ
ー
ボ
ウ
ル
）

２
月
８
日
㈭
・
22
㈭ 

午
後
７
時
～

健
康
吹
矢
教
室
※

毎
週
金
曜
日（
２
月
23
日
を
除
く
）午
前
10
時
～

卓
球
教
室
※

２
月
３
日
㈯
・
17
日
㈯ 

午
前
10
時
～

簡
単
ヨ
ガ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
（
場
所
：
町
立
図
書
館
）

２
月
22
日
㈭ 

午
後
７
時
30
分
～

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
（
場
所
：
町
立
図
書
館
）

毎
週
火
曜
日（
２
月
13
日
を
除
く
） 

午
前
10
時
～

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
※

２
月
６
日
㈫
・
20
日
㈫ 

午
後
７
時
～

ボ
ッ
チ
ャ
教
室
※

２
月
10
日
㈯ 

午
前
10
時
～

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
※

毎
週
水
曜
日 

午
後
６
時
30
分
～

ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室
※

２
月
１
日
㈭
・
15
日
㈭ 

午
前
10
時
～

キ
ッ
ズ
教
室
※

２
月
１
日
㈭
・
15
日
㈭ 

午
後
６
時
30
分
～

レ
ク
ダ
ン
ス
教
室
（
場
所
：
町
立
図
書
館
）

２
月
２
日
㈮
・
９
日
㈮ 

午
前
９
時
30
分
～

※
場
所
は
総
合
体
育
館

■
お
問
い
合
わ
せ　
　

　
棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
☎
33

－

３
１
６
０

３
月

棚
倉
町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
を

募
集
し
ま
す

　

有
害
鳥
獣
（
主
に
イ
ノ
シ
シ
）
に
よ

る
農
作
物
等
の
被
害
を
防
止
す
る
た

め
、
捕
獲
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

〇
募
集
人
数　
30
人
程
度

〇
応
募
資
格　

�

狩
猟
免
許
（
猟
銃
・
空

気
銃
・
わ
な
）
お
よ
び

自
動
車
運
転
免
許
を
お

持
ち
の
方

〇
身　
　
分　
非
常
勤
特
別
職
の
職
員

〇
申
込
期
限　
３
月
４
日
㈪

〇
任　
　
期　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

２
年
間

〇
そ
の
他　

�

隊
員
に
な
る
た
め
の
要

件
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

狩
猟
免
許
を
新
規
で
取
得
し
た
い
方
へ

　

各
種
助
成
事
業
に
該
当
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
産
業
振
興

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
課　
農
林
係

　
☎
33

－

２
１
１
３

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

〇
募
集
住
宅

　

愛
宕
平
団
地(

３
号
棟
４
階
）

　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸

　
（
平
成
12
年
建
築　

中
層
耐
火
４
階
建
）

　

関
口
字
愛
宕
平
56
番
地
１

※
駐
車
場
１
台
分
有
（
料
金
は
別
途
）

〇
申
込
期
限　
２
月
14
日
㈬

　

午
後
５
時
ま
で
【
期
日
厳
守
】

〇
入
居
の
時
期　
３
月
１
日
㈮

〇
そ
の
他

　

・�

住
宅
の
家
賃
は
入
居
者
の
収
入
な

ど
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

・�

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
会

を
実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
整
備
課　
都
市
計
画
係　

　
☎
33

－

２
１
１
４

自
衛
官
候
補
生
を
募
集
し
ま
す

〇
応
募
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

〇
受
付
期
間　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
試
験
期
日　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
試
験
会
場　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
申
込
方
法　

　

�

左
記
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※�

自
衛
官
候
補
生
と
は
、
入
隊
後
約
３

カ
月
間
、
自
衛
官
候
補
生
と
し
て
必

要
な
基
礎
を
学
び
、
教
育
後
正
式
に

自
衛
官
に
任
用
さ
れ
る
制
度
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　
白
河
地
域
事
務
所

　
☎
０
２
４
８

－

２
４

－

０
３
７
２

生涯学習課 YouTube 動画生涯学習課 YouTube 動画
　修道館大楽は、学ぶ意欲、学ぶ楽しさを身につけることにより、生活満足度のさらなる向上を図ること　修道館大楽は、学ぶ意欲、学ぶ楽しさを身につけることにより、生活満足度のさらなる向上を図ること
を目的として幅広い学習を展開しています。その一環として料理動画を作成いたしました。を目的として幅広い学習を展開しています。その一環として料理動画を作成いたしました。
いつでもどこでも何度でも視聴可能ですので、ぜひ、ご視聴ください。いつでもどこでも何度でも視聴可能ですので、ぜひ、ご視聴ください。

【 棚倉産しいたけ使用 】【 棚倉産しいたけ使用 】

「しいたけの肉詰め」「しいたけの肉詰め」
講師：料理研究家講師：料理研究家  ゆかりゆかり  氏氏

【  たなぐら伝統料理 】【  たなぐら伝統料理 】

「 お こ と 汁 」「 お こ と 汁 」
講師：講師：JA東西しらかわ みりょく満点物語 旬彩レストラン 山ぼうしJA東西しらかわ みりょく満点物語 旬彩レストラン 山ぼうし

		  　　 		  　　 根岸　祐根岸　祐  料理長料理長

新ガイドブック

■お問い合わせ
　生涯学習課　生涯学習係（町文化センター）
　☎ 33－0111　FAX 33－9611

6. 2. 1　6. 2. 1 1213



まちの話題
掲載した写真は差し上げます。

身近な情報がありましたら地域創生課までお知らせください！

地域創生課　企画調整係　☎33－2112

▲

 Let’s たなちゃん人づくり激励金～頑張る皆さんを応援します～

　各大会に出場した皆さんに激励金を交付しました。今後も皆さんのご活躍を応援しています。

〇2023 HOCKEY WA GRYPHON CUP		  〇全国高等学校選抜ホッケー大会
　吉成　柑

かん
南
な

さん（棚倉中学校３年）　　　　　　　　 藤田　心
み

優
ゆ

さん（天理高校３年）

〇ジャパンマイコンカーラリー 2024全国大会	 〇全日本U-15フットサル選手権大会東北大会

　関根　拓
たく

海
み

さん（白河実業高校塙校舎２年）	 　髙宮　良
りょう

太
た

さん（棚倉中学校３年）
							       　宮﨑　蒼

そ
來
ら

さん（同校３年）

〇東北高等学校女子駅伝競走大会			   〇東北私立高等学校ソフトテニス選手権大会
　滝深　心

み
咲
さき

さん（日大東北高校２年）		  　佐藤　獅
し

琉
りゅう

さん（学法石川高校２年）

　献血回数100回を達成し、献血事業の推進に貢
献されたとして、山口健二さん（宮下）に日本赤
十字社から「金色有功章」が贈呈されました。山
口さんは平成29年に献血回数70回を達成した方
に贈られる「銀色有功章」を受章しています。

　「第10回棚倉ふるさと検定」の１級合格者に認
定証等を授与しました。今回の検定では、１級に
10人、２級に16人が合格し、累計の合格者は
１級が53人、２級が188人となりました。

月12
日16

▶ 
金
色
有
功
章
を
伝
達

月12
日19

▶ 
新
た
に
棚
倉
通
に
認
定

　満百歳の誕生日を迎えた村田マスさん（関口）
に、国、県、町からそれぞれ賞状と記念品が贈呈
され、長寿を祝いました。村田さんは大正13年
１月１日生まれで、長寿の秘訣は暴飲暴食をしな
いことだそうです。

　消防団の士気高揚を図るため、棚倉町消防団によ
る出初式が行われました。式に先立ち行われたパ
レードでは、全ての消防団員・車両が修明高校から
浅川口交差点まで行進し、沿道の観客へ火災予防を
呼びかけました。式では、消防団長による式辞、町
長による統監訓示のあと観閲が行われ、消防団員は
今年一年の無火災・無災害を誓いました。

月１
日１

▶ 
満
百
歳
を
お
祝
い 月1

日7

▶ 
防
火
を
誓
い
、気
持
ち
新
た
に

　総合体育館において「公式ホッケータウン棚倉」
第31回棚倉町インドアホッケー大会が開催され、
小学生男子の部に10チーム、小学生女子の部に９
チーム、一般混合の部に８チームの約200名が参
加しました。熱戦の結果、小学生男子の部は「ひ
き肉です‼棚倉」、小学生女子の部は「棚小ブラッ
クココナッツ」、一般混合の部は「S.H.H（修明高
校ホッケー部保護者）」が優勝しました。

　町と藤田建設工業株式会社および関連グループ
企業SDGs委員会は、「災害時における非常用食
料品（アルファ化米）の供給に関する協定」を締
結しました。この協定により、非常時に町が避難
所等を設営し、食料の供給が必要になった場合に
は、町からの要請により、アルファ化米2,000食
分が提供されます。

月１
日21

▶ 
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る

月１
日22

▶ 
災
害
に
備
え
る
た
め
に

▲吉成柑南さん（後列右から４番目）

▲髙宮良太さん（前列右から２番目）
　宮﨑蒼來さん（前列左から１番目）

▲藤田心優さん ▲関根拓海さん

▲滝深心咲さん ▲佐藤獅琉さん
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◆
氏
名
…
棚
辺　
直
哉
さ
ん

◆
住
所
…
南
町

◆
職
業
…
会
社
員

◆
趣
味
…�

ラ
グ
ビ
ー
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

家
族
で
出
か
け
る
こ
と

町民リレー 281
　

こ
の
度
、
鈴
木
幹
久
さ
ん

か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
ま
し
た

棚
辺
直
哉
と
申
し
ま
す
。
福

島
市
出
身
で
す
。
小
学
３
年

生
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
始
め
、

「
花
園
に
行
き
た
い
!!
」

と
、
親
元
を
離
れ
仙
台
育
英

高
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
仙

台
育
英
と
言
え
ば
、
野
球
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
と
思
い
ま

す
が
、
実
は
ラ
グ
ビ
ー
部
も

強
い
で
す
。
高
校
卒
業
後
も

ラ
グ
ビ
ー
を
続
け
、
大
学
は

明
治
学
院
大
で
、
就
職
後
は

福
島
市
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で

プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

　

異
動
を
機
に
２
０
２
２
年

４
月
か
ら
棚
倉
町
で
新
生
活

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

異
動
に
な
る
ま
で
棚
倉
町
に

行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
棚
辺
の

「
棚
」
と
棚
倉
の
「
棚
」
が

同
じ
と
い
う
こ
と
で
す
ご
く

縁
を
感
じ
ま
し
た
。
今
は
家

族
４
人
で
楽
し
い
棚
倉
ラ
イ

フ
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

着
任
当
初
、
右
も
左
も
分

か
ら
な
い
自
分
を
助
け
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
が
い
ま
す
。

そ
れ
は
棚
倉
町
商
工
会
青
年

部
の
皆
さ
ん
で
す
。
異
業
種

の
方
々
が
集
ま
っ
て
お
り
、

た
く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
が
で
き

て
日
々
刺
激
に
な
っ
て
い
ま

す
。
気
さ
く
に
話
し
か
け
て

く
だ
さ
り
、
温
か
く
受
け
入

れ
て
く
れ
ま
し
た
。
い
つ
し

か
青
年
部
の
皆
さ
ん
に
会
わ

な
い
と
な
ん
だ
か
さ
み
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
す
（
笑
）。

　

そ
ん
な
中
昨
年
、
青
年
部

の
有
志
で
筋
ト
レ
部
を
作
り

ま
し
た
。
週
１
回
町
総
合
体

育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で

２
時
間
程
度
、
汗
を
流
し
て

い
ま
す
。
時
に
は
手
が
止
ま

り
、
町
の
発
展
の
た
め
に
何

が
で
き
る
か
―
。
そ
ん
な
話

し
で
盛
り
上
が
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
み
ん
な

棚
倉
町
が
大
好
き
な
ん
だ
と

感
じ
ま
す
。

　

私
が
棚
倉
町
で
勤
務
で
き

る
の
も
長
く
て
あ
と
２
年
で

す
。
町
の
た
め
に
何
が
で
き

る
か
、
何
を
残
せ
る
か
考
え

な
が
ら
過
ご
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

次
回
紹
介
者

次
回
紹
介
者

お
名
前　

伊
藤　

大
樹
さ
ん

住　

所　

城
跡

両親の名 出生児 住　所
出島　　諒・睦　菜 碧　峯（きよね）西中居

藤田　　徹・晴　佳 紗　季（さ　き）南　町

おめでたおめでた（12月中の届け出）

みんなのひろば

人の動き　令和６年１月１日現在

人口　13,011人（－29人）　世帯数　5,104世帯（－3世帯）　男性 6,422人（－24人）　女性 6,589人（－5人）

亡くなった方 年齢 住　所 亡くなった方 年齢 住　所
藤田　正已 60 新　町 大橋千惠子 87 関　口
吉田　洋子 74 広　畑 中村　喜八 92 仁公儀
石井ヨシ子 95 中居野 木　好生 77 玉　野
金澤　信雄 97 丸　内 緑川　　昇 75 一　色
木　初子 86 舘ケ丘 和知　信吉 80 逆　川
高宮　康子 67 舘ケ丘 梅田　信之 86 逆　川
藤田キヨ子 95 舘ケ丘 武藤　里子 82 小　爪
添田　愛子 101 舘ケ丘 岸波　孝子 75 福　岡
伊藤　光男 79 南　町 佐藤敬一郎 85 大　梅
金澤　咲代 94 関　口 金澤　　清 79 下山本
白石　光雄 93 関　口 甲賀　利夫 74 下山本
木　アサ 84 関　口 松本　トヨ 90 下手沢
大森　暉代 80 関　口 藤田　　孝 82 流
荒川　和廣 75 関　口

おくやみ（12月中の届け出）

　編集後記
　20歳を迎えた皆さん、おめでとうございます。華やかな衣装に身を包み、久しぶりの再会を楽しむ皆さんの輝
かしい笑顔がとても印象的でした。これからたくさんのことを経験されると思いますが、それぞれの夢に向かって
一歩一歩前に進む皆さんを応援しています。� （佐藤）

中村　芳野 さん
（舘ケ丘）

昭和11年１月３日生

安部　哲雄 さん
（中山本）

昭和11年１月６日生

和知　　勇 さん
（中山本）

昭和11年１月10日生

小峰　定子 さん
（新　町）

昭和11年１月15日生

鈴木　ミヤ さん
（新　町）

昭和11年１月20日生

※�「おめでた」・「おくやみ」について、掲載を希望さ
れない場合は、地域創生課  企画調整係（☎33－
2112）までお申し出ください。

地域おこし協力隊活動記地域おこし協力隊活動記
１月から着任した新たな地域おこし協力隊をご紹介します。

　みなさん初めまして。この度、１月から地域おこし協力隊に任用されました、図書館活動推進員の清水
裕也と申します。棚倉町の読書活動推進のため、棚倉町立図書館を拠点に、各小学校の図書室や様々な場
所で活動していきます。
　私は青森県の出身で、豪雪地帯と呼ばれる津軽地方に住んでいました。読書が趣味で、いつでも本が読
めるよう、カバンにいつも本を忍ばせています。
　以前は大学図書館で６年間司書をしていました。そこでは学生教職員への研究支援を中心に、季節や話
題に応じた特集図書の展示や、本の書評を競い合うビブリオバ
トルのイベント主催など、読書に親しみを持ってもらうための
活動を行っていました。
　棚倉町立図書館でも、町民の皆さんに読書を身近に感じてい
ただけるよう、また本の知識を自身の学びに活かせるよう、特
集展示や本の紹介、読書活動をしていきたいと思っています。
　小中学生の皆さんには、本の魅力をたくさん感じてもらいた
いと思います。お気に入りの本を見つける楽しみ、読んで感動
する楽しみ、そしてその感動を誰かに伝える楽しみを、ぜひと
も知っていただきたいと思います。
　これから図書館を拠点に、本にまつわる様々な活動をしてい
きたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。
　へば、まだ！※津軽弁で「また会いましょう！」

PROFILE � 清水　裕也【しみずゆうや】
青森県青森市出身。趣味は読書、ドライブ。
最近読んだ面白かった本は、「宙(そら)わた
る教室」（著：伊与原  新）
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こうが　りく くん
ママと歯みがき頑張っ
てます！

いながき　もか ちゃん	
ねえね、にいにと歯み
がき頑張っています。

かねこ　そうすけ くん
おねえちゃんたちと
はみがきがんばってます。

さかもと　けい くん
毎日、歯みがき頑張っ
ています！

かなざわ　きょうか ちゃん
毎日、忘れずに歯みが
き頑張っています。

●�３歳児の健康診査で、むし歯がありませんでした。●�３歳児の健康診査で、むし歯がありませんでした。

むむ しし 歯歯
のの なな いい 子子

12月の健診で撮影させていただいた皆さんです。１月号、２月号、３月号の３回で紹介します。
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。

～ だんごさし ～～ だんごさし ～

　だんごさしは小正月（１月15日）に行われる伝統行事で、豊作や無病息災などを願い、だんごや米俵、　だんごさしは小正月（１月15日）に行われる伝統行事で、豊作や無病息災などを願い、だんごや米俵、
鯛、大判小判などのふなせんべいをミズキの木に飾りつけます。町内では子どもたちが健康などを願いなが鯛、大判小判などのふなせんべいをミズキの木に飾りつけます。町内では子どもたちが健康などを願いなが
ら、枝先に白や緑色など色とりどりのだんごを飾りつけ、日本の伝統行事を楽しみました。ら、枝先に白や緑色など色とりどりのだんごを飾りつけ、日本の伝統行事を楽しみました。
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